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平成25年度環境リーダー養成講座実施状況

● 第１回養成講座

１ 日程

平成25年８月５日（月）～６日（火） ２日間

２ 会場

新潟県自治会館別館（新潟市）

３ 受講者

対 象 者：個人、NPO、企業などで環境保全活動などに取り組んでいる、また、これ

から取り組もうと考えている者、学校において環境教育に携わっている者。

受講人数：27名

４ 講座概要

テーマ：地球温暖化、自然環境保全

内 容 講 師

第１日目 ○開講式、オリエンテーション

８/５(月) ○地球温暖化のメカニズムと影響 新潟大学 中田教授

○環境をめぐる昨今の情勢、新潟県 新潟県地球温暖化防止活動推進センター

における地球温暖化 中野センター長

○県内企業の代表的な取組の発表 朝日酒造株式会社 平澤広報部長

○グループワークⅠ 新潟県環境カウンセラー協会

第２日目 ○自然環境の保全 新潟大学 箕口教授

８/６(火) ○地球温暖化と環境教育 新潟県教育委員会 井浦指導主事

○環境リーダー養成講座修了者によ 新潟エコピープル協会 渡辺会長

る取組事例の発表 新潟市立早通小学校 江端教諭

○学校における環境教育と地域活動 新潟市立早通中学校 伊藤地域教育

を結ぶ取組の発表 コーディネーター

○グループワークⅡ 新潟県環境カウンセラー協会

○閉講式
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５ 講座の様子

第１日目

日 程 写 真 概 要

①地球温暖化のメカ

ニズムと影響 地球温暖化のメカニズムや

その影響について、新潟市の

新潟大学 海岸クロマツ林への影響な

中田教授 ど、身近な事例を取り上げな

がら講義していただいた。

②環境をめぐる昨今

の情勢、新潟県に 本県における地球温暖化の

おける地球温暖化 影響や日常生活での温暖化防

止の取組メニューなどについ

新潟県地球温暖化 て講義していただいた。

防止活動推進セン

ター

中野センター長

③県内企業の代表的

な取組の発表 ホタルの保護活動から始ま

った同社の環境保全活動が広

朝日酒造株式会社 がっていく過程や、「こしじ

平澤広報部長 水と緑の会」の設立と同会の

自然環境の保全に係る取組の

様子についてお話しいただい

た。

④グループワークⅠ

グループ内で、各自の温暖

新潟県環境カウン 化防止、環境保全に取り組む

セラー協会 事例の発表と、第２日目のグ

ループワークの課題に係る話

し合い及びテーマ設定を行っ

た。
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第２日目

日 程 写 真 概 要

⑤自然環境の保全

自然環境の保全を考えるに

新潟大学 当たっての生態系の構造、生

箕口教授 物多様性の価値・重要性等に

ついて、基本的な事項を講義

していただいた。

⑥地球温暖化と環境

教育 学校教育における環境教育

（ＥＳＤ）や、県内小中学校

新潟県教育委員会 における環境教育の推進につ

井浦指導主事 いて、実例も交えながら講義

していただいた。

⑦環境リーダー養成

講座修了者による 過去に当講座を修了した方

取組事例の発表 から、講座修了後の活動状況

や講座で得た知識等の活用方

新潟エコピープル 法について、具体的事例を交

協会 渡辺会長 えながらお話しいただいた。

新潟市立早通小学

校 江端教諭

⑧学校における環境

教育と地域活動を 地域の小中学校と協力して

結ぶ取組の発表 実際に行った環境保全への取

組についての具体的な事例

新潟市立早通中学 や、取組を行って行く際の関

校 係団体との協力などについて

伊藤地域教育コ お話しいただいた。

ーディネーター
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日 程 写 真 概 要

⑨グループワークⅡ

各班で環境リーダーの活動

新潟県環境カウン プログラムの作成、発表を行

セラー協会 い、質疑・応答の後、講師か

ら講評をいただいた。
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● 第２回養成講座

１ 日程

平成25年10月19日（土）、20日（日） ２日間

２ 会場

県立生涯学習推進センター（新潟市）

県障害者交流センター（新潟市）

３ 受講者

対 象 者：個人、NPO、企業などで環境保全活動などに取り組んでいる、また、これ

から取り組もうと考えている者、学校において環境教育に携わっている者。

受講人数：16名

４ 講座概要

テーマ：地球温暖化、自然環境保全

内 容 講 師

第１日目 ○開講式、オリエンテーション

10/19(土) ○地球温暖化と環境教育 新潟県教育委員会 井浦指導主事

○自然環境の保全 金沢大学 西川准教授

○地球温暖化のメカニズムと影響 新潟大学 中田教授

○グループワークⅠ 新潟県環境カウンセラー協会

第２日目 ○環境をめぐる昨今の情勢、新潟県 新潟県地球温暖化防止活動推進センター

10/20(日) における地球温暖化 中野センター長

○県内企業の代表的な取組の発表 株式会社ウオロク 池上ＣＳＲ室長

○環境リーダー養成講座修了者によ 新潟エコピープル協会 渡辺会長

る取組事例の発表 上越市立宝田小学校 桂教諭

○学校における環境教育と地域活動 新潟市立早通中学校 伊藤地域教育

を結ぶ取組の発表 コーディネーター

○グループワークⅡ 新潟県環境カウンセラー協会

○閉講式
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５ 講座の様子

第１日目

日 程 写 真 概 要

①地球温暖化と環境

教育 学校教育における環境教育

（ＥＳＤ）や、県内小中学校

新潟県教育委員会 における環境教育の推進につ

井浦指導主事 いて、実例も交えながら講義

していただいた。

②自然環境の保全

生物多様性の視点からの生

金沢大学 態系の価値、多様性を脅かす

西川准教授 要因、多様性の保全と再生な

どについて、基本的な事項を

講義していただいた。

③地球温暖化のメカ

ニズムと影響 地球温暖化のメカニズムや

その影響について、新潟市の

新潟大学 海岸クロマツ林への影響な

中田教授 ど、身近な事例を取り上げな

がら講義していただいた。

④グループワークⅠ

グループ内で、各自の温暖

新潟県環境カウン 化防止、環境保全に取り組む

セラー協会 事例の発表と、第２日目のグ

ループワークの課題に係る話

し合い及びテーマ設定を行っ

た。
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第２日目

日 程 写 真 概 要

⑤環境をめぐる昨今

の情勢、新潟県に 本県における地球温暖化の

おける地球温暖化 影響や日常生活での温暖化防

止の取組メニューなどについ

新潟県地球温暖化 て講義していただいた。

防止活動推進セン

ター

中野センター長

⑥県内企業の代表的

な取組の発表 食用廃油のリサイクル、エ

コトレーの積極的利用、食品

株式会社ウオロク 循環リサイクルループの推進

池上ＣＳＲ室長 など、同社が取り組む環境保

全活動についてお話しいただ

いた。

⑦環境リーダー養成

講座修了者による 過去に当講座を修了した方

取組事例の発表 から、講座修了後の活動状況

や講座で得た知識等の活用方

新潟エコピープル 法について、具体的事例を交

協会 渡辺会長 えながらお話しいただいた。

上越市立宝田小学

校 桂教諭

⑧学校における環境

教育と地域活動を 地域の小中学校と協力して

結ぶ取組の発表 実際に行った環境保全への取

組についての具体的な事例

新潟市立早通中学 や、取組を行って行く際の関

校 係団体との協力などについて

伊藤地域教育コ お話しいただいた。

ーディネーター
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日 程 写 真 概 要

⑨グループワークⅡ

各班で環境リーダーの活動

新潟県環境カウン プログラムの作成、発表を行

セラー協会 い、質疑・応答の後、講師か

ら講評をいただいた。
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平成26年度環境リーダー養成講座実施状況

● 第１回養成講座

１ 日程
平成26年８月７日（木）～８日（金） ２日間

２ 会場
新潟県自治会館別館（新潟市）

３ 受講者
対 象 者：個人、NPO、企業などで環境保全活動などに取り組んでいる、また、こ

れから取り組もうと考えている者、学校において環境教育に携わってい
る者。

受講人数：31名（うち修了者 30名）

４ 講座概要
テーマ：地球温暖化、自然環境保全、資源循環型社会

内 容 講 師

第１日目 ○開講式、オリエンテーション

８/７(木) ○地球温暖化のメカニズムと影響 新潟大学 中田教授

○地球温暖化と環境教育 新潟県教育委員会 泉指導主事

新潟市立潟東南小学校 村山教頭

○県内企業の代表的な取組の発表 株式会社開成 遠山代表取締役

○グループワークⅠ 新潟県環境カウンセラー協会

第２日目 ○環境をめぐる昨今の情勢、新潟県 新潟県地球温暖化防止活動推進センター

８/８(金) における地球温暖化 中野センター長

○自然環境の保全 新潟大学 箕口教授

○資源循環型社会 新潟市廃棄物政策課 吉岡企画係長

○環境リーダー養成講座修了者によ 新潟エコピープル協会 渡辺会長

る取組事例の発表 新潟市立早通小学校 江端教諭

○グループワークⅡ 新潟県環境カウンセラー協会

○閉講式
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５ 講座の様子

第１日目
日 程 写 真 概 要

①地球温暖化のメカ
ニズムと影響 地球温暖化のメカニズムや

その影響について、苗場山の
新潟大学 森林や新潟市の海岸クロマツ

中田教授 林への影響など、身近な事例
を取り上げながら講義いただ
いた。

②地球温暖化と環境
教育 学校教育における環境教育

（ＥＳＤ）や、県内小中学校
新潟県教育委員会 における環境教育の推進につ

泉指導主事 いて、説明いただくとともに、
新潟市立潟東南 潟東南小学校での具体的な取
小学校 組を講義いただいた。

村山教頭

③県内企業の代表的
な取組の発表 瀬波温泉の食品残渣を、バ

イオマスプラントにおいてメ
株式会社開成 タン発酵させることにより、
遠山代表取締役 電気と温熱エネルギーを創出

し、最終残渣を液肥として農
地還元するという、自社が取
り組む資源循環の仕組み等に
ついて講義いただいた。

④グループワークⅠ
４Ｒ、生物多様性、省エネ

新潟県環境カウン ・新エネの３つのグループに
セラー協会 分かれ、環境学習・活動プロ

グラムの作成に取り組んだ。
１日目は、各自のこれまで

の取組事例の発表と、テーマ
設定を行った。
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第２日目
日 程 写 真 概 要

⑤環境をめぐる昨今
の情勢、新潟県に 気候変動に関する政府間パ
おける地球温暖化 ネル（ IPCC）の第５次評価

報告書の内容を中心に、昨今
新潟県地球温暖化 の地球温暖化問題の国際情
防止活動推進セン 勢、本県における地球温暖化
ター の影響や日常生活での温暖化
中野センター長 防止の取組メニューなどにつ

いて講義いただいた。

⑥自然環境の保全
自然環境の保全を考えるに

新潟大学 当たっての生態系の構造、生
箕口教授 物多様性の価値・重要性等に

ついて、基本的な事項を講義
いただいた。

⑧資源循環型社会
資源循環型社会の形成に関

新潟市廃棄物政策課 する法令や制度の説明と、新
吉岡企画係長 潟市における取組の事例につ

いて講義いただいた。
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日 程 写 真 概 要
⑦環境リーダー養成
講座修了者による 過去に当講座を修了した方
取組事例の発表 から、講座修了後の活動状況

や講座で得た知識等の活用方
新潟エコピープル 法について、具体的事例を交
協会 えながらお話しいただいた。

渡辺会長

新潟市立早通小学校
江端教諭

⑨グループワークⅡ 各班で、１日目のグループ
ワークで設定したテーマに基

新潟県環境カウン づいた、環境学習・活動プロ
セラー協会 グラムを作成し、発表を行い、

質疑・応答の後、講師から講
評をいただいた。
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● 第２回養成講座

１ 日程
平成26年10月４日（土）、11日（土） ２日間

２ 会場
１日目：上越テクノスクール、２日目：上越市市民プラザ

３ 受講者
対 象 者：個人、NPO、企業などで環境保全活動などに取り組んでいる、また、こ

れから取り組もうと考えている者、学校において環境教育に携わってい
る者。

受講人数：21名（うち修了者 19名）

４ 講座概要
テーマ：地球温暖化、自然環境保全、資源循環型社会

内 容 講 師

第１日目 ○開講式、オリエンテーション

10/４(土) ○地球温暖化のメカニズムと影響 新潟大学 中田教授

○持続可能な社会の構築と環境教 新潟県教育委員会 泉指導主事

育（ＥＳＤ） 柏崎市北鯖石小学校 佐藤教頭

○県内企業の代表的な取組の発表 朝日酒造株式会社

平澤カスタマーコミュニケーション部長

○グループワークⅠ 新潟県環境カウンセラー協会

第２日目 ○環境をめぐる昨今の情勢、新潟 新潟県地球温暖化防止活動推進センター

10/11(土) 県における地球温暖化 中野センター長

○自然環境の保全 新潟大学 箕口教授

○資源循環型社会 上越市生活環境課 小酒井リサイクル推進係長

○環境リーダー養成講座修了者に 上越市宝田小学校 桂教諭

よる取組事例の発表 NPO法人スローライフ小千谷 長谷川氏

○グループワークⅡ 新潟県環境カウンセラー協会

○閉講式
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５ 講座の様子

第１日目
日 程 写 真 概 要

①地球温暖化のメカ
ニズムと影響 地球温暖化のメカニズムや

その影響について、苗場山の
新潟大学 森林や新潟市の海岸クロマツ

中田教授 林への影響など、身近な事例
を取り上げながら講義いただ
いた。

②持続可能な社会の
構築と環境教育（Ｅ 学校教育における環境教育
ＳＤ） （ＥＳＤ）や、県内小中学校

における環境教育の推進につ
新潟県教育委員会 いて、説明いただくとともに、

泉指導主事 北鯖石小学校での具体的な取
柏崎市立北鯖石小学校 組を講義いただいた。

佐藤教頭

③県内企業の代表的
な取組の発表 本社の所在地である長岡市

の旧越路町地域におけるホタ
朝日酒造株式会社 ルの生息環境の保全を始まり
平澤カスタマーコ とした、企業の環境保全の取
ミュニケーション 組と地域振興の相乗効果につ
部長 いて講義いただいた。

④グループワークⅠ
４Ｒ、生物多様性、省エネ

新潟県環境カウン ・新エネの３つのグループに
セラー協会 分かれ、環境学習・活動プロ

グラムの作成に取り組んだ。
１日目は、各自のこれまで

の取組事例の発表と、テーマ
設定を行った。
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第２日目
日 程 写 真 概 要

⑤環境をめぐる昨今
の情勢、新潟県に 気候変動に関する政府間パ
おける地球温暖化 ネル（ IPCC）の第５次評価

報告書の内容を中心に、昨今
新潟県地球温暖化 の地球温暖化問題の国際情
防止活動推進セン 勢、本県における地球温暖化
ター の影響や日常生活での温暖化
中野センター長 防止の取組メニューなどにつ

いて講義いただいた。

⑥自然環境の保全
自然環境の保全を考えるに

新潟大学 当たっての生態系の構造、生
箕口教授 物多様性の価値・重要性等に

ついて、基本的な事項を講義
いただいた。

⑦資源循環型社会
資源循環型社会の形成に関

上越市生活環境課 する法令や制度の説明と、上
小酒井リサイクル 越市における取組の事例につ
推進係長 いて講義いただいた。
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日 程 写 真 概 要
⑧環境リーダー養成
講座修了者による 過去に当講座を修了した方
取組事例の発表 から、講座修了後の活動状況

や講座で得た知識等の活用方
上越市立宝田小学校 法について、具体的事例を交

桂教諭 えながらお話しいただいた。

NPO法人
スローライフ小千谷

長谷川氏

⑨グループワークⅡ
各班で、１日目のグループ

新潟県環境カウン ワークで設定したテーマに基
セラー協会 づいた、環境学習・活動プロ

グラムを作成し、発表を行い、
質疑・応答の後、講師から講
評をいただいた。
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平成27年度環境リーダー養成講座実施状況

１ 日程

平成27年７月28日（火）～29日（水） ２日間

２ 会場

１日目：アトリウム長岡（長岡市）

２日目：まちなかキャンパス長岡

３ 受講者

対 象 者：個人、NPO、企業などで環境保全活動などに取り組んでいる、また、こ

れから取り組もうと考えている者、学校において環境教育に携わってい

る者

受講人数：34名

４ 講座概要

テーマ：地球温暖化、自然環境保全、資源循環型社会

内 容 講 師

第１日目 ○開講式、オリエンテーション

７/28(火) ○地球温暖化のメカニズムと影響 新潟大学 中田教授

○資源循環型の社会づくり 長岡市環境業務課 児玉課長補佐

長岡市環境施設課 武内計画係長

○自然環境の保全 上越教育大学 五百川教授

○グループワークⅠ 新潟県環境カウンセラー協会

第２日目 ○環境をめぐる昨今の情勢、新潟県 新潟県地球温暖化防止活動推進センター

７/29(水) における地球温暖化 中野センター長

○県内企業の代表的な取組の発表 岩塚製菓株式会社 郷常務取締役

○小中学校における環境教育 新潟県教育委員会 泉指導主事

長岡市立中野俣小学校 笠井校長

○環境リーダー養成講座修了者によ にいがた菌ちゃん野菜応援団 伊藤氏

る取組事例の発表

○グループワークⅡ 新潟県環境カウンセラー協会

○閉講式



- 2 -

５ 講座の様子

第１日目

日 程 写 真 概 要

①地球温暖化のメカ

ニズムと影響 地球温暖化のメカニズムや

世界、日本、新潟県レベルに

新潟大学 おける生態系への影響につい

中田教授 て、特に、苗場山の森林や新

潟市の海岸林への影響など身

近な事例を取り上げご講義い

ただいた。

②資源循環型の社会

づくり 資源循環型社会の形成に関

する法令や制度の説明と、長

長岡市環境業務課 岡市ごみバイオガス化事業を

児玉課長補佐 通じた、資源循環型社会の構

築と普及啓発等の取組につい

長岡市環境施設課 て講義いただいた。

武内計画係長

③自然環境の保全

自然環境の保全を考えるた

上越教育大学 めに必要な生態系の構造、自

五百川教授 然の恩恵である生態系サービ

スを支える「生物多様性」の

価値・重要性に関する基本的

な事項について講義いただい

た。

④グループワークⅠ

４Ｒ、生物多様性、省エネ

新潟県環境カウン ・新エネの３つのグループに

セラー協会 分かれ、環境学習・活動プロ

グラムの作成に取り組んだ。

１日目は、各自のこれまで

の取組事例の発表と、テーマ

設定を行った。
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第２日目

日 程 写 真 概 要

⑤環境をめぐる昨今

の情勢、新潟県に 地球温暖化対策に関する国

おける地球温暖化 際的取組と、気候変動に関す

る政府間パネル（ IPCC）の
新潟県地球温暖化 第５次評価報告書の内容な

防止活動推進セン ど、昨今の地球温暖化問題の

ター 国際情勢を中心に講義いただ

中野センター長 いた。

⑥県内企業の代表的

な取組の発表 製品である米菓の原料に、

国産米を 100％使用すること
岩塚製菓株式会社 によるフードマイレージの削

郷 常務取締役 減をはじめとした、CO2 削
減の取組や、地域とともに取

り組む環境保全について講義

いただいた。

⑦小中学校における

環境教育 学校教育における環境教育

の位置付けや、県内小中学校

新潟県教育委員会 における環境教育の推進につ

泉指導主事 いて説明いただくとともに、

長岡市立中野俣 長岡市立中野俣小学校におけ

小学校 る地域を巻き込んだ環境教育

笠井校長 の取組について講義いただい

た。
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日 程 写 真 概 要

⑧環境リーダー養成

講座修了者による 過去に当講座を修了した方

取組事例の発表 から、講座で得た知識等の活

用方法や現在のご自身の活動

にいがた菌ちゃん 状況について、具体的事例を

野菜応援団 交えながらお話しいただい

伊藤氏 た。

⑨グループワークⅡ

各班で、１日目のグループ

新潟県環境カウン ワークで設定したテーマに基

セラー協会 づいた、環境学習・活動プロ

グラムを作成し、発表を行い、

質疑・応答の後、講師から講

評をいただいた。
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平成 28 年度環境リーダー養成講座実施状況 

 

１ 日程 

   平成 28 年７月 30 日（土）、８月６日（土）  ２日間 

 

２ 会場 

   １日目：新潟県立生涯学習推進センター／２日目：新潟市万代市民会館 

 

３ 受講者等 

  対象者：個人、NPO、企業などで環境保全活動などに取り組んでいる、また、これ 

から取り組もうと考えている者、学校において環境教育に携わっている者 

  修了者：27 名（受講者 30 名） 

 

４ 講座概要 

テーマ：地球温暖化、自然環境保全、資源循環型社会 

 内 容 講 師 

第１日目 

 ７/30(土) 

 

 

 

 

 

○開講式、オリエンテーション 

①地球温暖化のメカニズムと影響 

②資源循環型の社会づくり 

③小中学校における環境教育 

 

④環境リーダー養成講座修了者によ  

る取組事例の発表 

⑤グループワークⅠ 

 

新潟大学 中田教授 

新潟県廃棄物対策課 陶山副参事 

新潟県教育委員会 泉指導主事 

佐渡市立行谷小学校 庄山校長 

大瀬建設株式会社 松井氏 

 

新潟県環境カウンセラー協会 

第２日目 

 ８/６(土) 

 

 

 

 

 

⑥環境をめぐる昨今の情勢、新潟県  

における地球温暖化 

⑦県内企業の代表的な取組の発表 

 

⑧自然環境の保全 

⑨グループワークⅡ 

○閉講式 

新潟県地球温暖化防止活動推進センター 

            大川センター長 

北越紀州製紙株式会社洋紙事業本部 

新潟工場環境管理室 佐藤室長 

上越教育大学 五百川教授 

新潟県環境カウンセラー協会 

 

５ 講座の様子 

  ＜第１日目＞ 

日 程 写 真 概 要 

①地球温暖化のメカ 

ニズムと影響 

 

新潟大学 

       中田教授 

 

 

  

 地球温暖化のメカニズム

や世界、日本、新潟県レベル

における生態系への影響に

ついて、特に、苗場山の森林

や新潟市の海岸林への影響

など身近な事例を取り上げ

講義いただいた。 
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日 程 写 真 概 要 

②資源循環型の社会 

づくり 

 

新潟県廃棄物対策課 

    陶山副参事 

 

 平成 28 年３月に策定した

循環型社会形成推進基本法、

第２次新潟県資源循環型社

会推進計画及び「残さず食べ

よう！にいがた県民運動」に

ついて講義いただいた。  

 

③小中学校における 

環境教育 

 

新潟県教育委員会 

    泉指導主事 

佐渡市立行谷小学校  

庄山校長 

  

 学校教育における環境教

育の位置付けや、県内小中学

校における環境教育の推進

について説明いただくとと

もに、佐渡市立行谷小学校に

おけるトキを中心とした環

境教育の取組について講義

いただいた。 

④環境リーダー養成 

講座修了者による 

取組事例の発表 

 

大瀬建設株式会社 

      松井氏 

 

 

 過去に当講座を修了した

方から、講座で得た知識等の

活用方法や現在のご自身の

活動状況について、具体的事

例を交えながらお話しいた

だいた。 

 

 

⑤グループワークⅠ 

 

新潟県環境 

カウンセラー協会 

 

 

 

 

 
 

 

 ４Ｒ、生物多様性、省エネ

・新エネのグループに分か

れ、環境学習・活動プログラ

ムの作成に取り組んだ。 

 １日目は、各自のこれまで

の取組事例の発表と、テーマ

設定を行った。 
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 ＜ 第２日目＞ 

日 程 写 真 概 要 

⑥環境をめぐる昨今 

の情勢、新潟県におけ

る地球温暖化 

  

新潟県地球温暖化防止活動    

推進センター 

    大川センター長 

 

 地球温暖化に関する最近

の科学的な評価と国際的な

取組の状況及び新潟県にお

ける温暖化の状況等を中心

に講義いただいた。 

 

⑦県内企業の代表的 

な取組の発表 

 

北越紀州製紙株式会社

洋紙事業本部新潟工場

環境管理室 

     佐藤室長 

  

 CO2 発生の少ないエネルギ

ーである黒液バイオマスの

有効利用や天然ガスの利用、

環境負荷の少ない無塩素漂

白パルプ等、環境への取組に

ついて講義いただいた。 

 

⑧自然環境の保全 

  

 

上越教育大学 

    五百川教授 

 

 自然環境の保全を考える

ために必要な生態系の構造、

自然の恩恵である生態系サ

ービスを支える「生物多様

性」の価値・重要性に関する

基本的な事項について講義

いただいた。 

⑨グループワークⅡ 

 

新潟県環境 

カウンセラー協会 

 

 

 

 

 

 

 

 各班で、１日目のグループ

ワークで設定したテーマに

基づいた、環境学習・活動プ

ログラムを作成し、発表を行

い、質疑・応答の後、講師か

ら講評をいただいた。 

 

 

 


